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特
別
記
事

小
島
朋
之
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
小
島
朋
之
氏
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
論
文
「
中
国
共
産
党
の
大
衆
路

線
－
大
衆
運
動
を
め
ぐ
る
毛
沢
東
の
政
治
指
導
、
中
央
お
よ
び
地
方
の

政
治
動
態
」
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
序
章
　
　
大
衆
路
線
と
大
衆
運
動

　
　
　
第
一
節
「
党
の
指
導
」
と
大
衆
路
線

　
　
　
第
二
節
　
指
導
方
法
と
し
て
の
大
衆
路
線

　
　
　
第
三
節
　
大
衆
運
動

　
第
一
部
革
命
党
の
大
衆
路
線
ー
一
九
一
二
～
一
九
三
四
年

　
　
第
一
章
　
地
方
の
自
立
化
と
農
民
大
衆
の
発
見
－
一
九
二
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
党
の
組
織
と
階
級
的
基
盤

　
　
　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
　
　
第
二
節
指
導
構
造

　
　
　
第
三
節
指
揮
系
統
ー
中
央
と
地
方

　
　
　
第
四
節
　
階
級
的
基
盤
ー
農
民
大
衆
の
発
見

　
　
　
第
五
節
　
む
す
び

　
　
第
二
章
地
方
指
導
者
と
し
て
の
毛
沢
東
－
一
九
三
〇
年
の
富
田
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第
一
節

　
　
第
二
節

　
　
第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
　
　
e

　
　
　
⇔

　
　
第
六
節

　
第
三
章

　
　
第
一
節

　
　
第
二
節

　
　
第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
　
第
六
節

　
　
　
e

　
　
　
⇔

　
　
　
臼

　
　
第
七
節

　
　
第
八
節

第
二
部

事
変

　
問
題
の
所
在

　
事
変
の
経
過

　
鞍
西
南
部
に
お
け
る
権
力
葛
藤
情
況

　
土
着
派
と
し
て
の
鞍
西
南
地
方
党
部
ー
反
毛
派

革
命
路
線

反
毛
派
－
土
着
派
と
中
央
の
一
体
化

毛
沢
東
ー
中
央
へ
の
面
従
腹
背

　
ま
と
め

大
衆
路
線
の
原
型
－
中
華
ソ
ピ
エ
ト
共
和
国
時
代

　
問
題
の
所
在

　
中
国
共
産
党
の
組
織
目
標

　
農
民
大
衆
の
参
加
類
型

　
党
の
大
衆
観
と
大
衆
指
導
の
方
法

　
党
が
設
定
す
る
．
農
民
大
衆
”
の
範
囲

　
基
層
単
位
に
お
け
る
大
衆
路
線
の
実
態
－
農
民
大
衆

　
の
対
応

郷
ソ
ピ
エ
ト

貧
農
団

査
田
運
動
と
貧
農
団

　
地
方
幹
部
－
中
級
幹
部
と
基
層
幹
部

　
む
す
び

統
治
党
の
大
衆
路
線
－
一
九
五
〇
～
一
九
六
〇
年



特別記事

　　　第
第第　四け　　　　　　　　ホ

＿一　　早
節節

　　　　　　　　　　　第
第　　　第　　　第第　五第第第
四⇔e　三⇔←）　二一　章五四三㊧⇔e
節　　　節　　　節節　　節節節

一
九
五
五
年
に
お
け
る
党
中
央
の
政
策
決
定
過
程
－
農

業
集
団
化
「
運
動
」
を
め
ぐ
る
毛
沢
東
と
党
中
央

　
問
題
の
所
在

　
毛
沢
東
講
話
以
前
の
中
央
の
農
業
集
団
化
政
策
－
初

　
級
合
作
社
を
中
心
と
し
た
集
団
化

合
作
化
政
策

合
作
化
へ
の
三
つ
の
観
点

合
作
化
の
発
展
サ
イ
ク
ル

　
毛
沢
東
講
話
1
「
農
業
合
作
化
問
題
に
つ
い
て
」

　
合
作
化
方
針
を
め
ぐ
る
中
央
の
動
向

　
む
す
び

過
渡
期
の
大
衆
路
線
－
農
業
集
団
化
「
運
動
」
に
お
け

る
中
央
と
地
方

　
問
題
の
所
在

　
農
業
集
団
化
「
運
動
」
開
始
ま
で
ー
一
九
五
五
年
七

　
月
三
十
一
日
以
前

中
央

地
方
－
幹
部
・
農
民
大
衆

　
農
業
集
団
化
「
運
動
」
の
奔
出
か
ら
後
退
ヘ
ー
一
九

　
五
五
年
七
月
三
十
一
日
以
後

中
央

中
央
の
指
導
工
作
と
地
方
の
反
応

　
む
す
び

第
六
章

　　　第　　　　　　　　　 第

第第　八第　　第　　第第　七第　　第第第
二一　章四⇔e三⇔e二一　章四⇔e三二一
節節　　節　　節　　節節　　節　　節節節

一
九
五
八
年
に
お
け
る
党
中
央
の
政
策
決
定
過
程
ー
人

民
公
社
化
「
運
動
」
を
め
ぐ
る
毛
沢
東
と
党
中
央
と
の
合

意
成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
問
題
の
所
在

　
一
九
五
八
年
に
お
け
る
党
内
の
見
解
不
統
一
の
存
続

　
中
央
に
お
け
る
人
民
公
社
化
「
運
動
」
の
登
場
過
程

大
躍
進
と
人
民
公
社
化

人
民
公
社
化
へ
の
大
転
換

　
合
意
成
立
の
諸
要
因

大
躍
進
期
の
大
衆
路
線
ー
人
民
公
社
化
「
運
動
」
に
お

け
る
中
央
と
地
方

　
問
題
の
所
在

　
人
民
公
社
化
「
運
動
」
開
始
ま
で

中
央

地
方

　
人
民
公
社
会
「
運
動
」
の
奔
出
か
ら
後
退
へ

中
央

地
方

　
む
す
び

大
躍
進
期
の
大
衆
路
線
－
人
民
解
放
軍
の
毛
沢
東
軍
事

思
想
の
学
習

　
問
題
の
所
在

　
毛
沢
東
建
軍
路
線
の
復
活
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第
三
節

　
　
第
四
節

　
　
第
五
節

　
　
　
e

　
　
　
⇔
　
学
習
参
加
範
囲
ー
階
級

　
　
　
㊧
　
学
習
の
実
際

　
　
第
六
節
　
毛
沢
東
軍
事
思
想
を
と
り
か
こ
む
政
治
的
情
況

　
　
第
七
節
　
む
す
び

　
第
九
章
　
中
国
共
産
党
ー
一
党
独
裁
の
デ
ィ
レ
ン
マ

第
三
部
　
一
九
八
○
年
代
の
中
国
共
産
党

　
毛
沢
東
軍
事
思
想
学
習
の
批
判
対
象
－
近
代
化
の
範

　
囲

　
毛
沢
東
軍
事
思
想
学
習
の
計
画

　
毛
沢
東
軍
事
思
想
学
習
の
展
開

時
期
と
場
所

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

は
じ
め
に

国
民
意
思
の
集
約

政
策
の
決
定
と
執
行

国
民
の
教
育
と
統
合

「
新
し
い
指
導
集
団
」

の
継
承

参
考
論
文
　
欧
米
に
お
け
る
現
代
中
国
の
政
治
お
よ
び
コ
、
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
　
　
　
　
シ
ョ
ン
の
研
究

　
　
第
一
節
　
は
じ
め
に

　
　
第
二
節
現
代
中
国
政
治
研
究
の
な
か
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
ン
研
究

　
　
第
三
節
　
機
能
主
義
的
研
究

第第第第
七六五四
節節節節

メ
デ
ィ
ア
研
究

大
衆
運
動
研
究

政
治
過
程
研
究

意
義
、
問
題
お
よ
び
展
望

　
毛
沢
東
死
後
の
今
日
に
お
い
て
も
、
中
国
共
産
党
は
毛
沢
東
思
想
を
継

承
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
毛
沢
東
個
人
の
思
考
の

体
系
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
員
が
共
有
す
る
思
考
の
体
系
で
も

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
毛
沢
東
思
想
な
ら
び
に
そ
れ
に
基
づ
く
毛
沢
東
の

政
治
指
導
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
現
代
中
国
の
政
治
を
理
解
す
る
う
え
で

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
第
一
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
現
代

的
な
問
題
の
解
明
に
理
論
的
・
実
証
的
に
と
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

小
島
氏
は
、
毛
沢
東
の
政
治
指
導
の
最
大
の
特
徴
を
大
衆
路
線
と
大
衆
運

動
の
不
可
分
の
結
び
つ
き
の
な
か
に
見
出
し
て
い
る
。
小
島
氏
が
序
章
に

お
い
て
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
衆
路
線
と
は
、
大
衆
の
も
っ
て
い
る

可
能
性
に
対
す
る
信
仰
に
基
礎
を
お
い
た
大
衆
指
導
の
方
法
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
「
大
衆
の
中
か
ら
大
衆
の
中
へ
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
党
中
央
に
よ
る
政
策
の
決
定
、
中
級
幹
部
の
指
導
と
大
衆
の
参

加
に
よ
る
政
策
の
執
行
、
大
衆
に
よ
る
意
思
の
表
出
と
党
に
よ
る
大
衆
意

思
の
集
約
、
集
約
さ
れ
た
大
衆
意
思
の
党
中
央
へ
の
再
投
入
と
い
う
一
連

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
過
程
で
あ
る
。

　
小
島
氏
は
、
こ
の
大
衆
路
線
の
実
現
形
態
を
大
衆
運
動
の
な
か
に
見
出
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す
。
し
か
る
に
、
毛
沢
東
に
お
い
て
、
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
も
社
会

主
義
と
資
本
主
義
と
の
矛
盾
、
あ
る
い
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
闘
争
が
想
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
こ
で
行
な
わ
れ

る
大
衆
運
動
は
大
規
模
な
階
級
闘
争
と
い
う
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
中
国
共
産
党
は
大
規
模
な
大
衆
運
動
を
排
し
つ

つ
、
な
お
か
つ
大
衆
路
線
を
継
続
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
小
島
氏

は
、
こ
の
よ
う
な
大
衆
路
線
と
大
衆
運
動
と
の
分
離
の
な
か
に
今
日
の
中

国
政
治
の
問
題
を
見
出
す
．
そ
れ
は
、
本
論
文
を
一
貫
し
て
流
れ
る
問
題

意
識
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
論
文
に
お
け
る
分
析
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

重
要
な
問
題
発
見
で
も
あ
る
。

　
大
衆
路
線
に
か
ん
し
て
い
ま
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
．
大
衆
を
構
成

す
る
要
素
の
恣
意
的
性
格
で
あ
る
。
大
衆
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

に
お
け
る
中
共
の
政
策
目
標
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
わ
れ

わ
れ
は
常
に
中
共
の
階
級
分
析
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小

島
氏
も
随
所
に
お
い
て
こ
の
問
題
に
目
を
向
け
て
い
る
。

　
本
論
文
の
第
二
の
す
ぐ
れ
て
い
る
点
は
、
き
わ
め
て
現
代
的
な
問
題
か

ら
出
発
し
つ
つ
、
そ
の
問
題
を
中
国
共
産
党
史
全
体
の
な
か
で
展
開
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
多
く
の
研
究
者
は
、
毛
沢
東
の
政
治
指
導
方
式

の
淵
源
を
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
い
た
る
延
安

時
期
に
求
め
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
か
ん
す
る
研
究
は
多

い
。
し
か
る
に
小
島
氏
は
、
中
国
共
産
党
史
全
体
を
検
討
す
る
な
か
で
、

毛
沢
東
の
政
治
指
導
の
原
型
を
、
延
安
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
一
九
二
〇
年

代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
い
た
る
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
期
に
見

出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
期
の
研

究
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
本
論
文
は
も
っ
と
も
詳
細
か
つ
体
系
的
に
こ
の

時
期
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
小
島
氏
は
、
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時

期
の
経
験
を
、
一
九
五
〇
年
代
の
中
華
人
民
共
和
国
時
期
の
大
衆
運
動
の

な
か
で
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
本
論
文
の
独
自
性
が
あ
る
。

　
本
論
文
に
か
ん
し
て
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
第
三
の
す
ぐ
れ
た
点

は
、
一
貫
し
て
毛
沢
東
の
政
治
指
導
を
中
央
と
地
方
と
の
相
互
作
用
の
な

か
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
従
来
の
中
共
研
究
は
、
中
央

の
も
っ
て
い
る
権
力
へ
の
過
大
な
評
価
、
資
料
的
制
約
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
主
と
し
て
中
央
指
導
部
の
分
析
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
本
論
文
は
中
共
中
央
な
ら
び
に
毛
沢
東
の
政
治

指
導
を
地
方
・
大
衆
と
の
関
連
で
分
析
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
小
島
氏
の

主
要
な
分
析
の
側
面
は
、
（
一
）
毛
沢
東
の
政
治
指
導
、
（
二
）
中
央
の
政
策

決
定
過
程
、
（
三
）
地
方
の
単
位
と
幹
部
に
よ
る
運
動
の
展
開
過
程
、
（
四
）

農
民
大
衆
の
動
向
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
．

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
以
上
の
三
点
に
留
意
し
つ
つ
、
本
論
の
展
開
を
み
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。
本
論
文
は
全
体
で
三
部
九
章
か
ら
な
る
。
す
で
に
言

及
し
た
よ
う
に
、
序
章
は
毛
沢
東
の
政
治
指
導
に
お
け
る
大
衆
路
線
と
大

衆
運
動
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
は
、
党
の
成
立
よ
り
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
に
い
た
る
時
期

に
形
成
さ
れ
た
毛
沢
東
の
大
衆
路
線
の
原
型
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
．

こ
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
相
互
に
関
連
し
た
二
つ
の
問
題
が
解
明
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さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
つ
は
．
大
衆
路
線
が
農
村
を
基
盤
に
し
て

展
開
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
そ
の
意
味
で
、
党
の
農
村
的
基
盤
の
問

題
が
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
．
い
ま
一
つ
は
、
大
衆
路
線
が
基
本

的
に
は
毛
沢
東
の
指
導
下
で
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
党
内
に
お
け
る
毛
沢
東
の
指
導
的
地
位
の
問
題
が
検
討
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
章
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
共
の
農
民
的
基
盤
の
問
題
を
扱
っ
て

い
る
。
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
革
命
主
体
と
考
え
る
共
産
党
に
と
っ
て
．

農
民
を
革
命
の
基
盤
に
据
え
る
た
め
に
は
、
多
く
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
上
な

ら
び
に
組
織
上
の
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
．

　
中
共
中
央
は
、
理
論
的
に
も
制
度
的
に
も
、
地
方
党
部
に
対
す
る
指
導

を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
実
態
と
し
て
は
、
初
期
の
党
は
、
力
の
不

足
と
国
民
党
の
弾
圧
の
た
め
に
、
地
方
党
部
に
対
す
る
指
導
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
地
方
党
部
は
一
定
の

自
立
性
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
方
党
部
の
自
立

性
は
、
党
の
階
級
的
基
盤
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
．
成
立
当
初
の
党
は

圧
倒
的
に
知
識
人
の
政
党
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
！
ト
の

比
率
が
増
大
し
、
一
九
二
七
年
以
降
農
村
へ
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

と
農
民
の
比
率
が
支
配
的
と
な
る
．
毛
沢
東
の
党
内
に
お
け
る
権
力
へ
の

台
頭
は
、
地
方
に
お
け
る
農
民
的
基
盤
の
拡
大
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
第
二
章
は
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
に
勃
発
し
た
富
田
事
変
を
通
し
て
、

毛
沢
東
が
地
方
の
指
導
者
と
し
て
党
内
で
台
頭
し
て
き
た
一
過
程
を
解
明

し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
．
実
権
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
江
西
省
西
南
部

の
党
部
と
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
指
導
権
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
毛
沢
東

派
と
の
対
立
の
延
長
線
上
に
起
こ
っ
た
。
江
西
省
西
南
部
の
党
部
を
支
配

し
た
反
毛
沢
東
派
は
．
一
面
で
は
毛
沢
東
派
に
対
抗
し
つ
つ
、
他
面
で
は

李
立
三
指
導
下
の
党
中
央
に
も
抵
抗
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
な

か
で
地
方
の
自
立
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
は
一
面
で
は
ひ
と
ま

ず
党
中
央
の
統
制
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
他
面
で
は
地
方
の
土
着
勢
力
と
し

て
の
江
西
省
西
南
部
の
党
組
織
を
支
配
し
て
い
た
反
毛
派
を
粛
清
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
小
島
氏
は
、
こ
の
事
件
そ
の
も
の
を
解
明
す
る
と
と
も

に
、
事
件
の
処
理
を
通
し
て
台
頭
し
て
き
た
毛
沢
東
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
権
力
へ
の
台
頭
と
党
の
農
民
的
基
盤
の
拡
大
の
う

え
に
．
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
時
期
の
大
衆
路
線
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
．

　
第
三
章
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
毛
沢

東
の
大
衆
路
線
の
問
題
を
扱
う
。
こ
の
時
期
の
党
内
に
お
け
る
毛
沢
東
の

地
位
は
非
常
に
微
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
地
方
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
地
区

を
基
盤
と
し
て
党
内
で
台
頭
し
て
き
た
と
は
い
え
、
党
中
央
は
依
然
と
し

て
李
立
三
と
ソ
連
留
学
生
派
の
指
導
下
に
あ
っ
た
．
し
た
が
っ
て
、
江
西

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
お
け
る
毛
沢
東
の
大
衆
路
線
は
、
こ
れ
ら
党
中
央
と
の
対

立
と
対
応
の
な
か
で
遂
行
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
指
導
下
で
行
な
わ
れ
た
選
挙
運
動
、
土
地
革
命
運

動
、
査
田
運
動
を
と
り
あ
げ
、
党
の
政
策
動
向
、
党
の
大
衆
観
、
指
導
方

法
と
そ
れ
に
対
す
る
農
民
の
反
応
．
農
村
の
基
層
単
位
と
中
級
幹
部
の
動

向
の
諸
側
面
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
小
島
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氏
は
、
「
土
地
分
配
や
生
産
拡
大
に
み
ら
れ
る
農
民
大
衆
の
物
質
的
利
益

の
充
足
の
重
視
、
貧
農
団
な
ど
大
衆
団
体
の
積
極
的
な
政
治
活
動
の
奨
励
、

大
衆
の
積
極
的
参
加
に
も
と
づ
く
運
動
方
式
の
政
策
執
行
、
敵
と
味
方
の

間
の
具
体
的
な
基
準
の
設
定
に
よ
る
標
的
対
象
の
限
定
化
に
も
と
づ
く
味

方
大
衆
の
団
結
促
進
、
先
進
模
範
の
発
見
・
宣
伝
・
学
習
に
よ
る
政
策
意

図
の
大
衆
間
の
浸
透
促
進
な
ど
に
み
ら
れ
る
大
衆
指
導
の
技
術
の
な
か
に
、

萌
芽
と
し
て
の
大
衆
路
線
の
理
論
と
実
践
」
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
衆
路
線
の
経
験
は
．
延
安
時
期
、
さ
ら
に
は
中
華
人
民
共

和
国
時
期
に
一
層
大
規
模
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
部
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
一
九
五
〇
年
代
の
大
衆
路
線

を
と
り
あ
げ
て
い
る
．
そ
こ
で
は
一
九
五
五
年
の
農
業
集
団
化
運
動
と
一

九
五
八
年
の
人
民
公
社
化
運
動
が
主
要
な
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
．

こ
こ
で
小
島
氏
の
採
用
し
た
方
法
は
、
ま
ず
党
中
央
に
お
け
る
政
策
決
定

過
程
と
そ
の
過
程
に
対
す
る
毛
沢
東
の
関
与
の
仕
方
を
分
析
し
、
つ
ぎ
に

中
央
で
決
定
さ
れ
た
政
策
が
地
方
幹
部
を
通
し
て
農
村
で
実
施
さ
れ
る
過

程
を
中
央
、
地
方
、
農
民
大
衆
の
相
互
作
用
の
な
か
で
分
析
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
第
四
章
は
．
一
九
五
五
年
の
農
業
集
団
化
運
動
を
め
ぐ
る
党
中
央
の
政

策
決
定
過
程
を
扱
っ
て
い
る
。
一
九
五
五
年
七
月
三
〇
日
に
閉
幕
し
た
第

一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
二
回
会
議
で
表
明
さ
れ
た
党
中
央
の
方
針
は
、

社
会
主
義
工
業
化
に
貢
献
す
る
農
業
生
産
力
の
増
加
を
重
視
し
た
穏
歩
漸

進
的
な
農
業
集
団
化
で
あ
っ
た
．
し
か
し
、
翌
七
月
一
三
日
に
行
な
わ
れ

た
毛
沢
東
の
講
話
は
、
農
村
に
お
け
る
階
級
分
化
を
憂
慮
し
た
急
進
的
農

業
集
団
化
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
以
後
農
業
集
団
化
が
急
速
に
進
展
し
た
。

毛
沢
東
は
自
ら
保
持
し
て
い
た
個
人
的
権
威
を
利
用
し
、
正
規
の
中
央
政

策
決
定
機
構
を
迂
回
し
て
ま
ず
省
・
市
・
区
級
党
幹
部
に
呼
び
か
け
、
さ

ら
に
農
村
の
基
層
幹
部
、
農
民
大
衆
の
圧
力
に
よ
っ
て
党
中
央
の
方
針
を

覆
し
た
．
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
政
策
決
定
へ
の
関
与
を
許
容
す

る
雰
囲
気
が
党
中
央
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
小
島
氏
は
指
摘
し
て
い
る
．

　
第
五
章
は
、
前
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
七
月
三
一
日
以
後
急
進
化
し

た
農
業
集
団
化
運
動
の
地
方
に
お
け
る
実
態
と
こ
の
政
策
の
推
進
を
め
ぐ

る
中
央
と
地
方
の
相
互
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。
小
島
氏
は
、
こ
の
よ
う

な
農
業
集
団
化
を
促
進
し
た
要
因
と
し
て
、
（
一
）
毛
沢
東
の
個
人
的
権
威
、

（
二
）
階
級
闘
争
重
視
の
観
点
か
ら
運
動
に
参
加
す
る
農
民
の
区
分
を
明
確

に
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
貧
農
と
下
層
中
農
を
中
核
と
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
、
（
三
）
上
級
幹
部
の
下
放
、
郷
党
支
部
の
整
風
、
地
方
幹
部

の
訓
練
、
宣
伝
工
作
の
強
化
な
ど
の
党
と
農
民
と
の
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
く

に
運
動
の
展
開
過
程
で
毛
沢
東
の
権
威
が
決
定
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
．

そ
れ
が
そ
の
後
の
大
衆
運
動
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点

は
重
要
で
あ
る
。

　
第
六
章
は
、
中
共
中
央
に
お
け
る
人
民
公
社
化
政
策
の
決
定
過
程
を
分

析
し
て
い
る
．
一
九
五
八
年
八
月
二
九
日
の
北
戴
河
決
議
に
よ
っ
て
人
民

公
社
化
政
策
が
正
式
に
開
始
さ
れ
た
．
そ
れ
ま
で
党
中
央
に
お
い
て
大
躍

進
推
進
に
か
ん
す
る
合
意
は
成
立
し
て
い
た
も
の
の
、
人
民
公
社
化
の
方

針
は
存
在
し
な
か
っ
た
．
人
民
公
社
は
ま
ず
毛
沢
東
に
よ
っ
て
発
見
・
提
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案
さ
れ
、
党
中
央
に
お
い
て
公
然
た
る
反
対
も
な
く
容
認
さ
れ
た
．
小
島

氏
は
、
ご
の
よ
う
な
政
策
決
定
を
可
能
に
し
た
要
因
と
し
て
、
（
一
）
地
方

幹
部
や
農
民
大
衆
と
の
直
接
交
流
か
ら
く
る
地
方
の
圧
力
を
党
中
央
に
お

け
る
政
策
決
定
に
利
用
し
た
毛
沢
東
の
政
治
指
導
、
（
二
）
大
躍
進
の
合
意

と
急
進
的
雰
囲
気
の
存
在
、
（
三
）
中
央
の
分
権
化
と
地
方
の
集
権
化
の
権

力
状
況
、
（
四
）
幹
部
の
下
放
、
（
五
）
整
風
の
脅
威
の
た
め
に
急
進
的
人
民

公
社
化
に
対
す
る
反
対
を
差
控
え
る
雰
囲
気
の
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　
第
七
章
は
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
党
中
央
に
お
け
る
人
民
公
社
化
政

策
の
決
定
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
政
策
実
施
過
程
に
お
け
る
中
央
と
地

方
と
の
関
係
お
よ
び
地
方
党
部
と
農
民
大
衆
と
の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。

　
人
民
公
社
化
政
策
実
施
直
前
の
農
村
で
は
、
基
層
幹
部
の
な
か
に
、
党

員
数
の
不
足
、
指
導
方
法
上
の
欠
点
、
専
門
知
識
や
経
験
の
不
足
、
大
衆

か
ら
の
遊
離
、
上
級
の
方
針
の
曖
昧
さ
か
ら
く
る
消
極
性
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
農
民
大
衆
の
な
か
に
は
基
層
幹
部
へ
の
不
満
や
大
躍
に
よ
っ
て
ひ

き
お
こ
さ
れ
た
労
働
緊
張
へ
の
不
満
が
存
在
し
て
い
た
。
小
島
氏
は
、
こ

の
よ
う
な
消
極
的
情
況
を
人
民
公
社
化
の
急
進
的
政
策
の
実
施
に
転
換
し

え
た
背
後
に
は
．
毛
沢
東
、
省
・
専
区
・
県
の
中
級
幹
部
な
ら
び
に
農
村

の
基
層
幹
部
の
果
し
た
決
定
的
役
割
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
毛
沢
東

の
政
治
指
導
を
以
下
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。
「
毛
沢
東
は
、
か
れ

の
個
人
的
権
威
の
強
化
を
背
景
に
、
地
方
と
『
大
衆
の
な
か
に
入
り
』
、

か
れ
ら
の
利
益
表
出
を
発
見
す
る
。
一
部
の
典
型
の
実
験
に
も
と
づ
い
て

作
成
し
た
初
歩
的
な
利
益
集
約
“
人
民
公
社
化
『
運
動
』
を
宣
伝
し
、
地

方
と
大
衆
の
支
持
と
積
極
的
参
加
を
獲
得
す
る
。
か
れ
ら
の
支
持
の
下
に
、

若
干
の
修
正
と
体
系
化
を
へ
て
『
運
動
』
を
中
央
に
『
提
案
』
し
て
合
意

を
ひ
き
だ
す
。
正
式
決
定
さ
れ
た
『
系
統
的
な
』
政
策
H
人
民
公
社
化
『
運

動
』
の
規
画
を
も
っ
て
再
び
地
方
と
『
大
衆
の
な
か
に
入
り
』
、
か
れ
ら
の

積
極
的
な
参
加
を
要
求
す
る
」
．
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
江
西
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
時
期
に
形
成
さ
れ
た
毛
沢
東
の
大
衆
路
線
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

　
第
八
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
大
躍
進
期
の
人
民
解
放
軍
の
毛
沢
東

思
想
学
習
は
、
大
衆
運
動
を
目
指
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
成
功
し
な
か
っ
た

例
で
あ
る
。
小
島
氏
は
、
こ
の
試
み
が
不
成
功
に
終
っ
た
原
因
を
探
る
と

と
も
に
、
そ
れ
が
一
九
六
〇
年
以
降
林
彪
の
指
導
下
で
行
な
わ
れ
た
毛
沢

東
思
想
に
よ
る
人
民
解
放
軍
の
政
治
思
想
教
育
運
動
、
さ
ら
に
は
文
化
大

革
命
に
連
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
章
に
お
い
て
小
島
氏
は
、
大
衆
路
線
の
執
行
が
一
定
の
条
件

の
下
で
大
衆
運
動
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
現
在
の
中
共
指
導
部
が
大
規
模
な
大
衆
運
動

を
排
し
つ
つ
も
、
な
ぜ
大
衆
路
線
に
固
執
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
中
国
共
産
党
の
機
能
を
分
析
し
た
第
三
部
第
九
章
は
、
そ
の
原
因

を
中
共
の
一
党
裁
的
支
配
の
矛
盾
の
な
か
に
見
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

中
共
の
一
党
独
裁
下
で
集
約
さ
れ
た
国
民
的
利
益
は
、
「
人
民
内
部
の
矛

盾
」
か
「
敵
対
的
矛
盾
」
か
の
規
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
．
し
か
し
、

両
者
を
区
別
す
る
客
観
的
規
準
は
な
く
、
究
極
的
に
は
党
の
恣
意
的
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
中
共
支
配
の
こ
の
よ
う
な
恣
意
的
性
格
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
党
指
導
部
が
大
衆
の
意
思
を
吸
収
す
る
継
続
的
努
力
を
し
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な
く
て
は
な
ら
な
い
．
し
か
し
、
一
党
独
裁
の
下
で
は
党
の
意
思
に
反
す

る
大
衆
の
意
思
を
吸
収
す
る
制
度
的
保
障
が
な
い
。
大
衆
路
線
は
、
こ
の

よ
う
な
一
党
独
裁
の
矛
盾
を
正
当
化
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　

「
欧
米
に
お
け
る
現
代
中
国
の
政
治
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

研
究
」
と
題
す
る
参
考
論
文
は
、
小
島
氏
が
本
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

参
照
し
た
、
中
国
政
治
の
中
央
と
地
方
の
相
互
関
係
に
か
ん
す
る
欧
米
の

研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
．
そ
の
意
味
で
、
本
章
も
こ
の
研
究

の
一
部
を
構
成
す
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
資
料
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
本
論
文
は
、
中
国
語
の
基
礎
的
資
料
に

加
え
て
、
最
近
中
国
で
出
版
さ
れ
た
種
々
の
回
想
録
、
お
よ
び
地
方
の
新

聞
を
利
用
し
て
い
る
点
で
評
価
さ
れ
る
。

　
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
の
一
層
の
完
成
を
期
待
し
て
以
下
の
二

つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

毛
沢
東
の
大
衆
路
線
の
原
型
を
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
期
に
求
め
る
点
に
本
論

文
の
独
自
性
が
あ
り
、
こ
の
点
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
小
島
氏
は
延
安
時
期
に
か
ん
す
る
既
存
の
研
究
成
果
を
江
西
ソ
ヴ

ィ
エ
ト
時
期
と
の
関
連
で
い
か
に
評
価
す
る
か
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
中
共
の
現
指
導
部
が
毛
沢
東
時
代
の
大
規

模
な
階
級
闘
争
的
大
衆
運
動
を
否
定
し
て
い
る
情
況
下
で
、
党
は
い
か
に

し
て
大
衆
の
支
持
を
と
り
つ
け
、
大
衆
は
い
か
に
し
て
政
治
に
関
与
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
党
は
依
然
と
し
て
そ
の
政
策
を
大
衆
の

間
に
浸
透
さ
せ
、
大
衆
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
宣
伝
、
説
得
な

ど
の
手
段
に
よ
る
大
衆
運
動
を
展
開
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
島
氏
が
今
後
中
国
政
治
の
分
析
の
な
か
で
毛
沢
東
時
代
と
は
異
っ
た
大

衆
運
動
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
が
残
る
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
が
現
代

中
国
政
治
研
究
の
発
展
に
十
分
寄
与
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
で
あ
る
こ

と
を
認
め
る
。
よ
っ
て
小
島
朋
之
氏
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学

位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
る
。

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
六
日

　
　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
　
法
学
博
士
　
石
　
川
　
忠
　
雄

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　

池
井
優

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
　
　
法
学
博
士
　
山
　
田
　
辰
　
雄
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